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子ども達の「心」を育てるために 

                          富士・東部教育事務所 所長 中野 訓和 

 

 初夏の候、皆様方におかれましては、日頃より教育事務所の諸事業に対しまして、ご理解ご協力

を賜り、心より感謝申し上げます。お陰をもちまして、昨年度の諸事業も計画通り実施し、子ども

達の健全育成に向けての取組を進めることができました。 

 本年度、教育事務所スタッフは、昨年度同様２１名（非常勤６名含む。）でスタートしました。

２２年度末の人事異動で２１名中９名が異動となり、約半数の職員が入れ替わる中でのスタートで

したが、それぞれの担当が責任と誠意を持って担当業務に取り組んでおりますので、昨年度にも増

してご支援ご協力をお願い申し上げます。 

  

さて、毎年、地域教育担当が中心となって取り組んでおります「地域教育フォーラム（南都留）」

「明日の風（北都留）」は、関係諸団体のご支援ご協力を賜り、素晴らしい成果を積み上げてくる

ことができました。また、高校・大学をはじめ、各関係諸団体が主催しております様々な事業も大

きな成果を上げることができました。 

  地域の未来を担う健全な子ども達を育てることは、私たち大人の役割だと思います。今年度も、

学校・家庭・地域社会、そして関係諸機関と連携を深めさせていただき、子ども達の「心」を育て

るための様々な活動に取り組んでいきたいと考えております。本年度も笑顔に満ちあふれた子ども

達を育てるため、何卒、ご理解ご協力をお願い申し上げます。 

 

◎富士吉田地区小中高連携連絡会議（５月１６日） 

主催：南都留地域教育推進連絡協議会 

 富士吉田地区小中高連携連絡養護教員部会代表者会議（６月２日） 

 本年度も「発達障害と思われる子どもたちに対しての、養護教諭の対応について」研修会等で

理解を深めていく方針が確認されました。７月１４日（木）には第１回の小中高連携養護教員部

会として勝山診療所の所長、穂坂路男先生にお話を頂きます。 

 

◎シオジ森の学校 

（５月１４日）シオジの苗の植樹と小金沢シオジ森の散策 

（５月２１日）飾り棚を作ろう 間伐に挑戦 

 中学生や高校生の個人やクラブ活動での参加も可能です。 

真木の奥、大峠の駐車場から更に車で２０分程入ったところにあ 

るシオジの森です。普段はなかなか入ることができません。大月 

の豊かな自然を身近に触れたり、研究したりするのはいかがでし 

ょうか？ 
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◎特別支援学級担当者学習会（５月２４日）下吉田中学校 

                       主催：山梨県特別支援教育研究会南都留支部 

 「個別の教育支援計画について」ふじざくら支援学校 教務主任 古屋千恵美先生 

個別の教育支援計画 A票、B 票、同意書、実地調査票、移行支援計画等、「個別の教育支援計画」

の作成手順について具体例を挙げながらの大変わかりやすい研修となりました。 

 

◎地域交流研究センター公開講座（５月２７日） 

                主催：都留文科大学地域交流研究センター 地域教育相談室 

「被災地での支援活動に参加して考えたこと」 

                    近藤直司先生（山梨都留児童相談所所長） 

・地震、津波、放射能という三種の一次トラウマ 

・つながりの喪失 

・早期の神経科医療ニーズ：服薬中毒、急性トラウマ反応、急性錯乱 

・過剰な恐怖感は子どもの脳やこころの発達に影響を及ぼす 

・外からの支援は地元支援者の負担軽減というイメージを明確にもつこと 

・被災地の住民と援助者は「世話になるのは申し訳ない」と感じている 

 

以上の内容について、実際に現地に足を入れて活動なさった近藤先生からインパクトの強いお話

を伺いました。 

 

◎高校生インターンシップ推進事業（５月２６日） 

 前回の情報紙でお伝えしたように、第１回の地域連絡会議が開かれ、その中で、各高校が取り

組んでいるインターンシップ関連の様々な教育実践が発表されました。 

学年全体で実施している高校や希望者を対象に実施している高校があります。また、大学訪問

や、課題研究、大学との連携事業、ジョブカフェの利用、看護体験、福祉施設での体験、自前の

テキストの作成等、勤労観、職業観を育成するために各校学校全体で取り組んでいる内容が紹介

されました。また、（財）山梨県生活衛生営業指導センターからは新たなインターンシップ募集

の説明もありました。 

 

【東日本大震災関連ニュース】  Blue Trike（青い三輪車） 

◎東日本大震災チャリティーコンサート 

～上野原出身のアーティストによる復興チャリティーコンサート～ 

 過日の東日本大震災における復興支援の一環として上野原青年会議所ではチャリティーコンサ

ートを開催し、義援金を募る事業を企画しています。ボーカルを務める Mariko さんは上野原市出

身で現在も上野原市在住です。 

・日時：６月２６日（日）１４：００開演（１３：００開場） 

・場所：上野原中学校体育館 

・出演：Blue Trike 

・入場は無料です。詳細は上野原青年会議所のホームページから。 

 


